
フ
ラ
が
強
化
さ
れ
]
海
外
展
開
に
一
盛
り
込
ん
だ
;ο

ぽ
内
の
重
要
イ
ン
フ
ラ
・
老
朽
化
一
に
あ
っ
た
技
術
を
現
場
に
導
入
り

つ
な
が
る
」
と
述
べ
た
。
一
日
本
再
興
戦
略
で
一
も

~i限
ら
れ
一
イ
シ
ブ
ラ
の
初
%
は
セ
ン
サ
ー
な
一
る
。
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
対
策
は
、

骨
太
方
針
で
は
、
今
後
の
社
会
一
た
予
算
を
エ
ネ
ル
ギ

J
な
ど
の
成
一
位
を
活
用
し
た
点
検
・
補
修
を
実
一
世
界
共
通
の
課
題
と
な
る
こ
と
か

資
本
整
備
に
つ
い
て
「
こ
れ
ま
で
一
長
分
野
に
重
点
1

効
率
配
分
す
る
十
施
す
る
と
の
目
標
を
掲
げ
た
。
一
ら
、
海
外
展
開
も
進
め
る
。

と
は
違
う
新
し
い
発
想
と
仕
組
み
一
考
え
を
提
示
。
一
投
資
減
税
を
断
行
一
川
円
劣
佑
t

損
傷
個
所
の
早
期
発
見
一
規
制
改
革
実
施
計
画
は
、
ェ
ネ

で
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
」
と
指
一
し
て
企
業
の
設
備
投
資
を
促
す
。
一
と
維
持
管
理
業
務
の
効
率
化
に
つ
一
ル
ギ
!
・
環
境
や
創
業
な
ど
の
5

摘
。
歳
出
の
重
点
他
・
効
率
化
の
一
設
備
投
資
が
増
え
る
こ
と
だ
建
設
で
お
か
る
セ
ン
サ
J
ベ
ロ
ボ
ッ
ト
、
一
つ
を
重
点
分
野
に
設
定
。
エ
ネ
ル

方
向
と
し
て
、
民
需
誘
発
効
果
や
一
産
業
に
と
っ
て
の
需
要
に
も
つ
な
、
指
破
壊
検
査
な
ど
の
技
術
も
研
究
一
ギ
1
・
環
境
分
野
で
は
、
再
生
可

投
資
効
率
の
高
い
案
件
を
選
択
一
が
る
。
一
一

i
:
J
J
I
γ

一
一
欄
発
し
一
導
入
す
る
。
一
ω
う
し
た
技
一
能
エ
ネ
ル
ギ
a

ド
の
導
入
拡
大
に
向

し
て
集
中
投
資
す
る
と
明
記
し

I
T国
家
創
造
長
喜
一
意
は
、
主
一
一
僻
と
大
規
模
努
中
タ
解
析
技
術
を
一
け
、
刊
さ
ま
ざ
ま
な
規
制
を
緩
和
す

た

。

一

要

施

策

の

一

つ

に

下

-

「

I
T利
活
-
組
み
合
わ
せ
る
む
と
で
、
世
界
最
一
る
。
創
業
分
野
は
、
イ
ン
フ
ラ
整

甘
利
経
済
財
政
・
再
生
相
は
会
一
ま
た
、
国
土
強
靭
化
も
含
め
、
一
用
に
よ
る
世
界
一
J

安
全
で
経
済
的
γ
先
端
の
高
精
度
分
析
手
法
を
確
一
備
・
開
発
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

見
の
中
で
、
公
共
投
資
分
野
へ
の
一
「
新
し
く
造
る
こ
と
か
ら
賢
く
使
一
な
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
実
現
以
を
盛
豆
、
別
年
ま
で
に
産
官
学
の
連
携
一
に
つ
な
が
る
容
積
率
の
緩
和
な
ど

民
間
参
入
に
つ
い
て
「

p
p
p
・
一
う
こ
と
へ
」
を
強
調
、
新
設
か
ら
一
り
込
ん
だ
。

2
0
2
0
年
ま
で
に
一
に
よ
っ
て
、
低
廉
で
現
場
の
実
情
一
に
取
り
組
む
。

P
F
I事
業
で
ロ
兆
円
と
の
挑
戦
一
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
対
策
と
長
寿
A
J
I
l
l
i
-
-
I
l
t
4
1
1

は
世
界
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
。
一
化
対
応
な
ど
に
重
点
化
す
る
こ
と
油
業
事

民
間
資
金
で
公
共
事
業
を
進
め
る
一
を
打
ち
出
し
た
。
さ
ら
に
民
間
資
一
一
日
日
勢
日
調
一
ー

こ
と
が
、
(
結
果
と
し
て
)
産
業
一
金
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
た

p
p
一

一

毎

中

伊
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一

ま
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を
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い

削

減

革

一

フ
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マ

動

の

日

現

資

調

ヒ

投

く

管

活

ノ

換

再

本

に

現

戦

略

一

を

サ

フ

兆

フ

を

し

フ

イ

際

フ

フ

国

イ

タ

却

・

改

フ

創

ヒ

自

済

転

本

〈

家

戦

閣議決定の政府方針寸
政
府
は
、
経
済
財
政
運
営
の
基
本
指
針
「
骨
太
の
方
針
」
と
成
長
戦
略
で
あ
る
「
日
本
再
興
戦

略
」
、

I
T
(情
報
技
術
)
の
利
活
用
を
進
め
る
「
世
界
最
先
端
I
T国
家
創
造
宣
言
」
~
「
規

制
改
革
実
施
計
画
」
を
M
日
に
閣
議
決
定
し
た
。
公
共
投
資
分
野
へ
の
民
間
参
入
を
進
め
、
民
間
資

金
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
す
る
と
の
方
針
を
掲
げ
る
と
と
も
に
、

I
Tや
I
C
T
(情
報
通
信
技
術
)

を
使
っ
た
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
対
策
な
ど
に
取
り
組
む
姿
勢
を
鮮
明
に
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
だ
。

甘
利
明
経
済
財
政
・
再
昼
相
は
、
閣
議
後
の
記
者
会
見
で
「
公
共
事
業
は
国
や
自
治
体
の
公
共
部
門

が
1
0
0
%
行
う
の
が
当
た
り
前
と
の
考
え
を
打
破
し
て
い
く
」
と
強
調
し
た
。
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